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1. 問題の所在
『中辺分別論』(Madhyantavibhaga)はインド大乗仏教の初期喩伽行唯識
学派を代表する論書の一つである。本書の第五章無上乗品では、止(samatha)
の修習について「不散乱の行」(avik�ipta-pratipatti)が説かれており、 それ
は以下のような六種の散乱(vik�ipta)が存在しないことであると言われて
いる。 すなわち、 本性としての散乱・外的な散乱・内的な散乱・動機による
散乱・劣悪なものによる散乱・作意による散乱である\
その六種の散乱について、 真諦(499-569り訳の『中辺分別論』（以下『中
辺論』と省略） では、 真諦はアサンガの本偽とヴァスバンドゥの註釈を訳し
た後に、 サンスクリットにはない彼自身の六種の散乱に対する見解を述べて
いる。 そこには、 その六種の散乱の順序の重要性が示唆されている。 しかも、
その真諦の見解は窺基(632-682りによっても支持されている。
しかしながら、『解深密経』（以下『解経』と省略） では菩薩は奢摩他
(samatha)・毘鉢舎那(vipasyana)を修行するとき、 以下のような五種の
心の散乱を知るべきであると述べられている。 すなわち、 作意散動（作意に
よる散動）・外心散動（外に向かって心が散動すること）・内心散動（内に向
かって心が散動すること）・相散動（因相による散動） 4 • 鹿重散動（劣悪な
ものによる散動） である心つまり、『解経』においては本性としての散乱が
言及されていない。 また、『中辺分別論』における第六番目の作意による散
乱は『解経』では第一番目に位置している。
この『中辺分別論』の六種の散乱は『解経』の五種の散乱と同じように止
観の修習について説かれるものであるが、 なぜ『中辺分別論』では『解経』
にはない本性としての散乱が言及されるのか。 また、 止観の修習にとって、
本性としての散乱を初めとして外的な散乱・内的な散乱・動機による散乱・
劣悪なものによる散乱を経て作意による散乱を最後にするという六種の散乱
は、 作意散動を初めとして外心散動・内心散動・相散動を経て鹿重散動を最
後にするという五種の散動とどのように異なるのか。 つまり、 上述の真諦と
67 (18)
窺基との見解は妥当であるのかということである。
本稿では、 真諦訳、 及びスティラマティ(Sthiramati : ca.510-570りによ
る『中辺分別論』の 註釈書Madhyantavibhagatika(以下M VTと省略） と
窺基による『緋中辺論述記』（以下『述記』と省略）の説明を踏まえながら、『中
辺分別論』の説く六種の散乱はどのように理解されるべきなのかを明らかに
する。
2六種の散乱の特徴
まず、 アサンガ(Asanga; 無着： ca395-470)による本偽Madhy函tavibhaga、 ヴ
アスバンドゥ(Vasubandhu ; 世親： ca.400480) による註釈Madhy函tavib姐gab証�ya
において説かれる、 六種の散乱の特徴を見てみよう。
アサンガ によれば、 六種の散乱は以下のような特徴を持っているという。
三昧から起き上がること・対象領域に向かって拡散すること・心が三昧
に耽溺したり落ち込んだり浮ついたりすること・人に尊敬されることを
目的にすること・作意において自我意識(= aharpkara) が働くこと・
劣った心である 7c
ヴァスバンドゥ はこれを次のように解説している。 すなわち、 ①起き上がる
こととは五識身を伴って三昧から起き上がることで、 つまり本性としての散
乱である。 ②心が対象領域に向かって拡散することとは外的な散乱である。
③心が三昧に耽溺したり、 落ち込んだり浮ついたりすることとは内的な散乱
である。④人に尊敬されることを目的にすることとは動機による散乱である。
それを動機として行動するからである。⑤自我意識を伴う作意とは劣悪なも
のによる散乱である。 劣悪な勢力によって自尊心(= asmimana) が働くか
らである。⑥劣った心を持つこととは作意による散乱である。 劣った乗り物
の作意が働くからである心
3真諦訳の問題点と窺基の解釈
『中辺論』において、 真諦は vik�epa を散動と訳し、 六種の散動の特徴を
以下のように訳している。
何者六相。 一、 従祁定起散動、 由五識故、 是名性散動。 六艇中若心行動、
是名外散動。 是祁定貪味・憂悔・拌起、 是名内散動。 下地意未決未息、
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是名相散動、 因此相入定故。 有我執思惟定中所起、 名鹿散動、 因此廊思
惟生我慢起行故。 下劣品思惟、 名思惟散動、 下乗思惟起行故。 前雨散動
未得令不得、 次雨已得令退、 第五令不得解脱、 第六令不得無上菩提、 應
知。（大正31,461b26-c5) 
六つの特徴とは何か。 一、 五識身の故に［人が］禅定から起き上がるこ
とは本性としての散動である。［二、］心が六塵に向かって行動すること
は外的な散動である。［三、 心が］禅定に耽溺したり、 後悔したり、 浮
ついたりすることは内的な散動である。［四、］潜在意識を断じることも
止めることもできないことは動機による散動である。 なぜならば、 その
［潜在意識の］動機によって禅定へ没入するからである。［五、］自我意
識を伴う思惟（＝作意）が禅定において起こることは劣悪なものによる
散乱である。 その劣悪な思惟によって自尊心が働くからである。［六、J
劣った思惟を持つこととは思惟による散乱である。 劣った乗り物の思惟
が働くからである。［以上のことは次のように］知るべきである。［すな
わち、］前の二つ（＝本性としての散動と外的な散動）がまだ生じてい
ない場合、 それらを生じさせるべきではない。 また、 次の二つ（＝内的
な散乱と動機による散乱）が既に生じている場合、 それらをなくすべき
である。 さらに、 第五番目（＝劣悪なものによる散乱）は解脱を獲得さ
せない。 第六番目（＝作意による散乱）は無上なる菩提を獲得させない
［ということである］。
これを上述のサンスクリット原文と比べると、 両者の差異は以下の二点に纏
められる。 すなわち、 ーは翻訳上の問題であり、 二は真諦によって挿入され
た文言に関する問題である。
3. 1. 翻訳上の問題
その内、 内的な散動・動機による散動に関する説明には、 翻訳上の問題が
ある。 内的な散動に関しては、 サンスクリット原文は心が三昧に耽溺したり
(samadher asvadana)、落ち込んだり(laya, 惜沈）浮ついたり(auddhatya,
悼挙）することとなっている。 それに対して、 真諦訳は心が禅定に耽溺した
り、 後悔したり（憂悔）、 浮ついたりすることとなっている。 つまり、 真諦
訳ではサンスクリット原文の layaの訳語に「1昏沈」ではなく、「憂悔」（悪作，
*kaukrtya) が使われている。
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layaは styanaと同じように落ち込みという意味を持っている。 その故に、
サンスクリット原文の「落ち込むことと浮つくこと 」は、『阿毘達磨倶舎論』
(Abhidharmakosabha�yam ; 以下『倶舎論』と省略）の説く五つの障碍 （五
蓋pafica nivar寧ni)の中の1昏沈 ・ 睡眠蓋(styana-middha-nivar叩a)と悼
挙 ・ 悪作蓋(auddhatya-kaukrtya-nivar叩a)gの二分法と対応している。『倶
舎論』によると、 惜沈．睡眠蓋は共に慧蘊を損なうものであり、 対立物
(pratipak�a)である光明想、 質料 （食，ahara)である退屈など、 作用であ
る「心を沈ませること」が共通であるから、その二つのものが一つの障碍（蓋）
として説かれている。 一方、捧挙 ・ 悪作蓋は共に定蘊を損なうものであり、
対立物である止、 質料である「以前に笑い、 遊び、 愉しみ、 なれ親しんだこ
とを思い出すこと」など、 作用である 「心が落ち着かないこと」が共通であ
るから、 その二つのものが一つの障碍 として説かれている凡
以上の『倶舎論』の文言から見れば、 真諦訳の後悔（憂悔＝悪作）と浮つ
き(t-卓起）は対立物 ・ 食・作用が共通であるから、 その二つのものが一つの
ものとして説かれるべきである。 そうすると、 真諦訳では、 内的な散動は三
昧に耽溺すること、 後悔 ・ 浮つきという二つを特質とするものとなる。 しか
しながら、 窺基は『述記』では内的な散動は三昧に耽溺すること ・ 落ち込み ・
浮つきという三つを特質とするものであると述べており、 真諦訳の「憂悔」
が誤りであると批判している 11。 ここでは、 窺基はただ真諦訳の過ちだけを
批判するが、 その理由については何も述べていない。 しかしながら、 スティ
ラマティの解釈を参照すると、 その理由が明らかになる。 すなわち、 「落ち
込み ・ 浮つき」 の二つによって人には止 ・ 観を並行的に実行する三昧からの
散乱が生じる、と彼は解釈している見従って、「後悔・浮つき」ではなく、「落
ち込み ・ 浮つき」の二つが同時に存在する必要があるのである。
さらに、 動機による散動でも真諦の訳語はサンスクリット原文と合致しな
ぃ。原文の「人に尊敬されることを目的にすること」(sa1 1bhavanabhisamdhi)
を真諦は「潜在意識を断じることも止めることもできないこと」（下地意未
決未息）と曖昧に翻訳している。 しかしながら、 円測は『解深密経疏』（以
下『解疏』と省略）で真諦訳を次のように解釈している。 すなわち、 「定を
既に獲得した人は定を獲得したにも拘らず、 潜在意識を断じることも止める
こともできない。 禅定の修習を偽装するので、 人は定に止まることができな
ぃ。 なぜ禅定の修習を偽装するかというと、 人は利を貪り私腹を肥やすから
である。」と 13。 ここでは、「潜在意識」（下地意）は利を貪り私腹を肥やす
という下心と解釈される。 他人に尊敬されることによって利を貪り私腹を肥
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やすことが起こるのは十分可能であるので、 真諦訳はサンスクリット原文の
意味とそれほど乖離したものではないと考えられる。
3. 2. 真諦による挿入
以上に対して、 真諦によって挿入された文言に関する問題は以下の通りで
ある。 すなわち、 真諦はヴァスバンドゥの註釈を訳した後に、 以下のような
サンスクリット原文にはない文言を付け加えている。 つまり、「前の二つ（＝
本性としての散動と外的な散動）がまだ生じていない場合、 それらを生じさ
せるべきではない。 また、 次の二つ（＝内的な散乱と動機による散乱）が既
に生じている場合、 それらをなくすべきである。 さらに、 第五番目（＝劣悪
なものによる散乱）は解脱を獲得させない。 第六番目（＝作意による散乱）
は無上なる菩提を獲得させない。」（前雨散動未得令不得、 次雨已得令退、 第
五令不得解脱、 第六令不得無上菩提、 應知。）という文言がそれである。
ここでは真諦は、 六種の散動は禅定の修習の四つの段階において直面する
障碍であると考えている。 すなわち、 最初に人が禅定を修習する時には禅定
を修習する心が定まっていないので、 禅定から起き上がったり、 心が禅定の
所縁から色形・音声・香り・味．感触・思考対象に向かって拡散したりする
ことが起こり得る。 その二つの散動が起こると、 禅定の修習が進まなくなる。
それ故、 このことを防ぐために、 その二つの散動がまだ生じていない場合そ
れらを生じさせるべきではない、 とされるのである。 以上の二つの散動を克
服して、 心が内に向かうようになると、 三昧への耽溺、 及び心の沈み、 落ち
着かないことが起こり得る。 また、 禅定の修習が前より上手く行くようにな
ると、 知らず知らずのうちに人に尊敬されようとする心が起こり得る。 それ
故、 内的な散乱と動機による散乱が既に生じている場合には、 それらをなく
すべく努めねばならない。 以上の内的な散乱と動機による散乱を克服すると、
次の散動が起こり得る。 すなわち、 人は禅定の修習に上達すると、 自我意識
によって、 私は三昧に集中する人である、 という自尊心を起こし得る。 その
自尊心は三乗に共通する煩悩障であるが、 それが存在すると解脱の獲得は不
可能である。 この「劣悪なものによる散乱」を克服すると、 次の散動が起こ
り得る。 すなわち、 この段階では、 人は既に解脱を獲得する力を持っている
が、 ひたすら自らの涅槃のみに専念するから、 無上なる菩提を獲得すること
ができない。 以上から見ると、 真諦にとっては、 その六種の散乱の順序こそ
が極めて重要であると言える。
ところで、 上述の真諦によって挿入された文言について、 窺基は『述記』
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では次のように述べている。
奮論云：初二未得令不得、 次二已得令退失、 第五令不得解脱、 第六令不
得無上菩提。 義雖無妨、 於本即無文。（大正44,33b4-6)
旧訳（＝真諦訳）が言うには：前の二つがまだ生じていない場合、 それ
らを生じさせるべきではない。［また、］次の二つが既に生じている場合、
それらをなくすべきである。［さらに、］第五番目は解脱を獲得させない。
第六番目は無上なる菩提を獲得させない。 その文言は意味から見ると間
違っていないが、 サンスクリットの本文にはない。
ここでは、 窺基はそれらの文言がサンスクリットの本文にないことを批判し
ている。 しかし、 意味から見ると、 その文言は間違っていないと説いている。
つまり、 窺基は以上の真諦の見解を支持している。
4. スティラマティの観点
続いて、 スティラマティの観点を見ていく。 MVTでは、 スティラマティ
は上述のヴァスバンドゥの説明に対して以下のような解釈を与えている。
4. 1. 六種の散乱に関する解釈
まず、 ①五識身は散乱を本質とする故に、 三昧から五識身を伴って起き上
がることが本性としての散乱と言われる。 具体的にいえば、 三昧に集中し終
わって再び眼等の五つの識の何れか一つが生ずる時、 人は三昧から起き上が
ったことになる凡
②外的な散乱について、 スティラマティは二つの説を挙げている。第一に、
三昧に集中した人が意図したわけではないけれども、 三昧の所縁 15 とは別
の所縁に向けて意識が働く時、 意識が別の所縁に移るから、 外的な散乱が説
かれる。第二に、 三昧に集中した人が三昧の所縁を捨て、 意識が別の眼等の
対象領域に移るから、 外的な散乱が説かれる凡
③心が三昧に耽溺したり落ち込んだり浮ついたりすることが三昧を妨げる
ので、 これらは内的な散乱と言われる。 具体的にいえば、 もし三昧に集中し
た人が渇愛（打�I).a)等の煩悩によってその三昧のみに耽溺するならば、 染
汚をもつ三昧に近づくから、 その場合人には消浄なる三昧からの散乱が生じ
る。 また、 落ち込むこと・浮つくことの二つによって、 人には止・観を並行
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的に実行する三昧からの散乱が生じる匹
④他者が自らを「この人は三昧に集中する者で、 だから立派な人である」
と思う。 以上のように、 自らに対する尊敬を生じさせるという動機によって、
三昧に向けて行動する人は本来の意図を失って、 既に得られた、 あるいはま
だ得られていない 善なる状態からの散乱が生じるので、 これが動機による散
乱と言われる。 また、 その原因は何かというと、 三昧を実践することによっ
て三昧の功徳を知ろうと望みながらも、 自らに対する尊敬を生じさせること
を目的として行動することが原因である冗
⑤自我意識を伴う作意とは、 人が、 本来の意図では三昧の功徳を求めるに
も拘らず、 自分は三昧に集中する人であるという自尊心を持つことに基づい
て自分を誇り他者を軽蔑することである。 これが劣悪なものによる散乱であ
る。 なぜその自我意識を伴う作意は劣悪なものによる散乱であるか。 劣悪の
勢力によって自尊心が働くからである。 また、 その劣悪について、 スティラ
マティは二つの説を挙げている。 第一に、 劣悪とは自尊心の習気が増大する
ことである。 第二に、 劣悪とは有身見 (satkayadr�ti) である叫
⑥声聞 ・縁覚の心は大乗の作意から散乱したものであるから、 作意による
散乱と言われる。 具体的にいえば、 一部の人は不定種姓の素質、 つまり悟り
の結果が三乗のいずれにも決定していないという素質を持っている。 その人
は、 菩提心を発することに対する障害、 例えば輪廻の苦しみによる恐怖・有
情が誤って修行すること・善知識に親近しないことにぶつかった場合、 声聞・
縁覚の心を生じる。 また、 その原因は何かというと、 声聞乗 ・縁覚乗が自ら
の涅槃を関心事として活動することにより、 彼らの作意の働きが大乗の諸々
の作意から逸脱することが原因である 20
4. 2. 以上の解釈をどうのように理解すべきか
以上の解釈を見ると、 その六種の散乱は以下のように理解される。 すなわ
ち、 ①五つの識の何れか一つが生じて外界を識別すると、 人は禅定の修習か
ら離れることになる。 禅定を修習する人にとって、 この過失に気付くのは一
番容易である。 従って、 本性としての散乱は第一番目に位置付けられている
のである。
②外的な散乱は随煩悩の散乱(vik�epa)として説かれていると理解される。
なぜならば、 スティラマティの説く第一説は『唯識三十論』（以下『三十論』
と省略）における随煩悩の散乱、 つまり心が三昧の対象から外へ散乱してい
くこと 21 に相当し、 第二説は『大乗五蘊論』（以下『五蘊論』と省略）にお
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ける随煩悩の散乱、つまり心が五つの欲望の対象である色形などに向かって
拡散すること 22 に相当するからである。
③内的な散乱は貪欲を初めとする根本煩悩、随煩悩の落ち込み ・ 浮つきと
して説かれている。語義から見ると、 スティラマティの説く渇愛は貪欲
(raga)とほとんど同じである 23。『三十論』によれば、その貪欲は根本煩悩
の一つである 24。従って、この渇愛等の煩悩は貪欲を初めとする根本煩悩で
あると考えられる。それらの根本煩悩があるから、人は三昧に耽溺して、清
浄なはずの三昧からの散乱が生じる。それゆえに、内的な散乱は貪欲を初め
とする根本煩悩として説かれていると理解される。また、上述のように、そ
の落ち込み ・ 浮つきは五蓋の二つとして説かれている。そのほかに、その二
つは随煩悩としても説かれている。『三十論』の解釈によれば、落ち込みの
働きはすべての煩悩と随煩悩を助けることであり、浮つきの働きは止の修習
を妨げることである 25。そこでは、落ち込みについて観の修習との繋がりは
説かれていないが、煩悩が増えると心が三昧の対象を観察することに支障が
生じるから、すべての煩悩と随煩悩を助けることは観の修習を妨げることと
繋がると考えられる。その二つの随煩悩によって止と観との並行的な修習に
支障が生じるから、内的な散乱は随煩悩の落ち込み ・ 浮つきとしても説かれ
ていると理解される。
④動機による散乱は随煩悩の不正直 Csathya. 詔）．欺職 (maya, 証）とし
て説かれていると理解される。なぜならば、ある人が自らを「この人は三味
に集中する者で、だから立派な人である」と思わせたいという動機は随煩悩
の中の「不正直」 (sathya. 詔）26 および「欺晰」 (maya, 証）27 に相当するか
らである。つまり、『集論』によれば、人は他者からの尊敬を得るためとい
う誤った動機に基づいて禅定を修習して、相手に取り入ろうとするから、自
分の過失をごまかすという点で、動機による散乱は不正直（詔）に相当する
と思われる。他方、人は相手に自分が立派な人であると見せかけるために禅
定を修習することがあり得るから、あまりしない美徳を示すという点では動
機による散乱は欺職（証）にも相当すると考えられる。
こうして、②から④までの三つの散乱は随煩悩の散乱、貪欲等の根本煩悩 ・
随煩悩の落ち込み ・ 浮つき、随煩悩の不正直 ・ 欺脳として説かれている。そ
れらの根本煩悩 ・ 随煩悩は心の働きであるが、禅定を修習する時、意識がそ
れらの根本煩悩・随煩悩とともに働くと、人には散乱が生じる。五識が生じ
て外界を識別する過失と比べると、それらの三つの過失は内在的なものであ
る。すなわち、初めの識が生じるという過失より、後の三つの過失の方が気
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付き難い。 従って、 その三つの散乱は本性としての散乱の後に位置付けられ
ているのであろう。
続いて、 ⑤劣悪なものによる散乱では、 劣悪の意味に関しては、 自尊心の
習気が増大すること ・ 有身見という二つの解釈が説かれている。 MVTの障
品によれば、 自尊心とは有身見によって心が自我を高ぶらせることである汽
その中で有身見とは身体において我を見る謬想であり 29、 自己意識（我執）
に相当するものである。 それゆえに、 自己意識が原因であり、 自尊心はその
原因から生じる結果であると考えられる。 そうすると、 上述の有身見は原因
からの説明であると言える。 すなわち、 ア ーラヤ識の中にある自己意識の種
子が原因であり、 そして縁が加えられた後に、 自尊心が現行するということ
である。 他方、 上述の自尊心の習気が増大することは結果からの説明である
と言える。 つまり、 その現行した自尊心は再びア ー ラヤ識に種子として蓄え
られ、 そして同じ自尊心の種子が刹那刹那に産まれていき、 そのうちに縁が
加えられると、 自尊心が現行するということである。 そのア ー ラヤ識にある
種子は微細であるので、 人の意識がそれを知覚するのは非常に難しい。 従っ
て、 その劣悪なものによる散乱は以上の四つの散乱の更に後に位置付けられ
ているのであろう。
最後に、 ⑥作意による散乱では、 不定種姓を持つ人が、 菩提心を発するこ
とに対する障害にぶつかって声聞 ・ 縁覚の作意を生じる過失が説かれている。
つまり、 その不定種姓を持つ人は、 もし菩提心を発する縁を得るならば、 菩
薩の作意が生じるかもしれない。 しかし、 自らが不定種姓の素質を持つか持
たないかを、 我々自身が確定することは不可能である。 従って、 その作意に
よる散乱は以上の五つの散乱の最後に位置付けられているのであろう。
5. おわりに
本論では、 真諦．窺基 ・ スティラマティの見解に即して、 止の修習におい
て克服されるべき六種の散乱を論じてきた。 そこでは、 次のような結論が得
られる。 すなわち、 スティラマティは真諦や窺基と同じように六種の散乱の
順序を重視していることが確認される。 彼らのいずれもその六種の散乱の順
序こそが極めて重要であると考えているが、 六種の散乱の順序に関して、 ス
ティラマティの理解は真諦、 窺基とやや異なる。 つまり、 真諦と窺基にとっ
て六種の散乱の順序は本性としての散乱・外的な散乱⇒内的な散乱 ・ 動機に
よる散乱⇒劣悪なものによる散乱⇒作意による散乱となる。 他方、 スティラ
マティにとって六種の散乱の順序は本性としての散乱⇒外的な散乱 ・ 内的な
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散乱・動機による散乱⇒劣悪なものによる散乱⇒作意による散乱となる。 言
い換えれば、 彼らの差異は、 外的な散乱が最初の段階であるか、 それとも第
二の段階であるかということである。
スティラマティの立場から言うと、 外的な散乱は随煩悩に関わるものであ
るので、 これが内的な散乱・動機による散乱と同じ段階とされるのである。
そして五識が生じて外界を識別するという第一の段階の本性としての散乱と
比べると、 それらの三つは内在的なものであるから、 外的な散乱が内的な散
乱・動機による散乱と同じように第二の段階とされるのである。 他方、 真諦
と窺基の立場から言うと、 初めに禅定を修習する時には人は禅定を修習する
心が定まっていないから本性としての散乱と外的な散乱が起こり得るという
点で、 外的な散乱は、 本性としての散乱と同じように最初の段階とされるの
である。
なお、 なぜ本論では『解経』にはない本性としての散乱が言及されるのか
という問題に関しては、 紙幅の関係で、 別の機会に改めて考察したい。
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注
(I) ヴァスバンドゥによれば、 六種の散乱が存在しないことに基づき、 不散乱の行が説か
れる。MVBh 64,15-17 ad MV V llcd : tatra $a<;ividhavik$epabhavad avik$ipta. tatra 
$a<;ividho vik$epal). prakrtivik$epo bahirdhavik$epo'dhyatmavik$epo nimittavik$epo 
dau$thulyavik$epo manasikaravik$epas ca. [ =その中、 六種の散乱が存在しないから、 不
散乱の［行］である。ここでは、六種の散乱とは本性としての散乱、外的な散乱、内的な散乱、
動機による散乱、 劣悪による散乱、 及び作意による散乱である。］
(2) 平川 [1982: 229] による。
(3) 鎌田 [1999 : 639-640] による。
(
,j) 韓氏の『大乗止観了義」によると、 「相散動 」には二つの意味があり、 外相を縁じること
（＝人は外相を所縁として修行するが、 身心の軽安を得ていないので、 所縁に対して勝解
が生じておらず所縁の同分の影像が現れていないこと）と矯示相を縁じること（＝禅定の修
習という相を偽装すること）である。前者は「解経』に基づいて主張されたもので、後者は『中
辺論』に基づいて主張されたものである。その両者は意味内容が異なっているが、 相によ
って心が散動するという点で共に相散動と呼ばれている。『大乗止観了義』 (p.14,15-17): 「由
是営知言相散動、有其二種。即縁外相及矯示相。諸聖教中、各畢一義、非賓有違。此中出罷、
謂即散胤。由縁外相及矯現相、 散胤心故名相散動。」
<5l 
SNS (L) 112,4-10, (D)Ca 54b7-55a2, (P) Ngu 38b3-5 : bcom ldan'<las I byang chub 
sems dpa'zhi gnas dang lhag mthong la zhugs pas rnam pa du dag gis sems rnam par 
g-yeng bar 'tshal bar bgyi lags I bka'stsal pa I byams pa I rnam pa lngas te I yid la byed 
pa'i rnam par g-yeng ba dang I phyi rol tu sems rnam par g-yeng ba dang I nang du 
sems rnam par g-yeng ba dang I mtshan ma'i rnam par g-yeng ba dang I gnas ngan len 
gyi rnam par g-yeng bas so II [ = [マイトレ ー ヤは］ 「世尊よ、 菩薩が止と観を実践するこ
とを通じて、 何種類の点で心の散動が知られるべきである。」［と説かれた。世尊は次のよ
うに］語られた。「マイトレ ー ヤよ、 五種類の点で［知られるべきである。すなわち、］作意
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による散動、 外 に向かって心が散動すること、 内に向かって心が散動すること、 因相によ
る散動、 劣悪なものによる散動。」と。］『解経』大正 16,701cl4-18: 「世尊！若諸菩薩於奢摩他
毘鉢舎那現在前時、 應知幾種心散動法？善男子！應知五種： 一者作意散動・ニ者外心散動·
三者内心散動• 四者相散動・五者施重散動。」
(6) 以下、 各論師の年代はいずれも平川 [1982 : 229] による。
<7l MVBh と MVTの1易 (sloka)の数え方に関して長尾氏の校訂本 (MVBh) は山口氏の校訂
本 (MVT) と異なり、 山口本が四旬を一 ｛易として第五章全体で三十一 ｛局を数えるのに対し、
長尾本 は波羅蜜の働きの箇所と修証の無上性の箇所で六旬を一偽としており、 第五章全体
で三十｛易になる。本論文は山口本の｛局の数え方に従う。MVBh 64,19-65,1 ad MV V 13ab: sa 
e�a kirµlak� 叩o veditavya ity ata拙a - vyutthanaQJ. vi�aye s虹as tathasvadalayoddhatal}- I 
saQJ.bhavanabhisamdhis ca manaskare'py ahaQJ.krti\l I (k.12) hinacittaQJ. ca vik�epa\l
parijiieyo hi dhimata II (k.13ab) [ =正にその［散乱］はどのような特徴を持っているのか
が知られるべきであるので、 これゆえ、［アサンガ師 は次のように］言う。［三昧から］起き
J:がること、対象領域に向かって拡散すること、［心が三昧に］耽溺したり落ち込んだり浮
ついたりすること、［人に］尊敬させることをH 的にすること、作意において自我意識［が
働く］こと、(k.12) 及び劣った心は散乱であると、 知恵を持っている者によって十分に知ら
れるべきである。 (k.13ab) J 
<sl MVBh 65,2-9 ad MV V 12-13ab : ity evarµlak�a1_1al,i �a9vidho vik�epo yo bodhisatvena 
parijfieyal,i. tatra vyutthanarµ samadhital,i paficabhir vijfianakayail,i prakrtivik�epal,i. 
vi�aye visaro bahirdhavik�epal,i. samadher asvadana layauddhatyarµcadhyatmavik�ep曲
S抑bhavanabhisamdhir rumittavik�ep曲，tan niini比叩虹tva prayogat saharµkaramanaskarata 
dau�thulyavik�ep曲dau�thulyavasenasmim函asamudac記at hinacittatv呻manasik紅avik�ep曲
hinayanamanasikarasam udacarat. 
(9) 『倶舎論』では、 欲界の煩悩について以下のような五蓋(=pafica nivaral).ani)が説かれてい
る。すなわち、 ①欲貪(=k函1acchanda)、 ②瞑忠(=vyapada)、 ③惜沈・睡眠(=sty函a-middha)
④悼挙・悪作(=auddhatya-kaulqtya)⑤疑(=vicikitsa)である。AKBh318,7-319,ll ad AK V 59a-c : 
yani sutre pafi.ca nivar叩ani ukt函i k函nacchando vyapad油styanamiddhauddhatyakau虹ty叩l
vicikitsa ca tatra細traidhatuky曲sty函auddhatyavicikitsa額hyante. atha k函apratis叩1yukta
eva kevalo'y叩1 parip面1.10'kusalarasir yaduta pafica nivaral).anity ekantakusalatvavacanat 
sutre. kame nivaral}ani (k.59a) nanyatra dhatau. kirµpun曲kar叩arµdve styanamiddhe 
ekarµnivaral).am uktarµ, dve cauddhatyakaukrtye ekam. ekavipak�aharakrtyatal}- I 
dvyekata (k.59abc) dvayor ekata dvyekata. vipak�al.i pratipak�o'nahara ity eko'rth曲
styanamiddhayor eka aharal,i sutre'naharas ca. kal,i styanamiddhanivaral).asyaharal,i. 
pafica dharmal,i. tandra aratir vijrmbhika bhakte'samata cetaso linatvam iti. kas ca 
styanamiddhanivaral).asyanaharal.i alokasarµjfieti. krtyam anayor apy ekam. ubhe api hy 
ete cittarµlayarµcodayat曲. auddhatyakaukrtyayor apy eka ahara ukt曲ekonaharal,i. kas 
cauddhatyakaukrtyanivaral).asyaharal,i. catvaro dharmal,i. jfiativitarko janapadavitarko' 
maravitark曲paural).asya ca hasitakrI9itaramitaparibhavitasyanusmarta bhavatiti. kas ca 
uddhatyakaukrtyanivaral).asyanahar曲. samatha iti. krtyam apy anayor ekam. ubhe api 
hy ete cittam avyupasant叩vartayat曲ata ekavipak�aharakrtyatvat dvayor apy ekatvam 
uktam. yadi sarvaklesa nivar叩抑 kasmat pafi.caivok国. paftcata skandhavighatavicikitsanat 
II (k.59cd) kamacchandavyapadabhyarµsilaskandhavighat曲sthanamiddhena prajfiaskand 
hasyauddhatyakaukrtyena samadhiskandhasya. samadhiprajfiayor abhave satye�u 
vicikitsako bhavatity atal.i paficoktani. ekasyarµtu kalpanayarµsamadhiskandhavirodhina 
auddhatyakau屈yanivar叫asya purv叩1 grah咽ill1l prapnoti. ato yathas皿1kyam etabhy抑
samadhiprajfiasikandhopaghata ity apare. samadhiprayuktasya hi styanamiddhad bhayam. 
dharmapravidayaprayuktasyauddhatyakaukrtyad iti. [ =小谷• 本庄[2007: 228-229]訳
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［問：］経に①欲貪、②瞑忠、③1昏沈・ 睡眠④悼挙 ・ 悪作⑤疑という五蓋が説かれたが、そ
のうち、'I昏沈・ 捧挙・疑は三界に属するものが［「蓋」と］呼ばれるのか、あるいは、欲［界］
に繋がれたもののみがか。［答：］経に「［これら］五蓋は、完全な、欠けるところのないこ
の不善の緊まりである 」と全面的に不善であることが説かれるから、「蓋は欲界にある。」
(k.59a)他の界にはない。［問：］ではなぜ婚沈 ・ 睡眠の二つが一つの蓋として、また、悼挙・
悪作の二つが一つ［の蓋］として、説かれたのか。［答：］ 「対立物・食・作用が共通である
から、 二つが一つとなった。」 (k.59abc) 二つのものが一つ［の蓋］とされたことが「二つが
一 つ と な っ た 」 ［ と 言 わ れ る ］。 対 立 物(=vipak$a)・ 対治(=pratipak$a)・ 非 食（＝
anahara)は同義である。経に、1昏沈と 睡眠について共通の食と非食とが説かれた。「1昏沈 ・
睡眠蓋の食は何か。五つの法、「すなわち、」けだるさ(=tandra)、退屈(=arati)、あくび（＝
vijrmbhika)、食不平等生(=bhakte'samata)、心が沈むこと(=cetaso linatvam)である。
楯沈．睡眠蓋の非食は何か。光明想である。」と。両者の作用もまた共通である。この両者
とも心を沈ませるからである。掠挙・悪作についても共通の食、共通の非食が説かれた。「で
は、 捧挙・悪作蓋の食は何か。四つの法、［すなわち、］親里尋(=jfiativitarka)、国土尋（＝
janapadavitarka)、不死尋(=amaravitark油）、以前に笑い、遊び、愉しみ、なれ親しんだ
ことを思い出すことである。では、拌挙・悪作盗の非食は何か。止(=samatha)である」と。
両者の作用もまた共通である。この両者とも、心をおちつかないものにするからである。
ゆえに、対立物・食・作用が共通であるから、二つのものではあるが一つ［の蓋］として説
かれたのである。［問：］煩悩はすべて「蓋（妨げ） 」であるのに、なぜ五つに限って［蓋と］説
かれたのか。［答：］ 「蘊を損ない、 とまどわせるから五つ［に限る］。」 (k.59cd)欲貪と瞑
悪とによって戒蘊が損なわれる。惜沈・睡眠によって慧蘊が、捧挙・悪作によって定蘊が［損
なわれる］。定と慧とを欠けると［人は、 四］諦についてとまどうものとなる。よって、五
つ［に限って驀が］説かれたのである。［世親：］しかし、そのような解釈では、拌挙・悪作
蓋は定蘊と対立するから、［慧蘊と対立するとされる1昏沈．睡眠よりも］先に説かれる［ベ
きである］ということになる［が、実際にはその逆でる］。 ゆえに、順序通りに、これら［ニ
種の蓋］によって、定［蘊］．慧蘊が損なわれるのである、と別の人々は［言う］。定を実修
する人は惜沈 ・ 睡眠を恐れ、択法を実修する人は悼挙· 悪作を［恐る］からである。］
(IO) 註8参照。
(II) 『述記』（大正44, 32cl2-l 4) : 「論日：味沈悼者至即内散胤。述日：此以三法為罷。即
貪愛・沈・掠。以味著者、是愛味言。薔論云：是静定・憂悔・拌起者、錯也、不取憂悔。」
その内容は次のように要約される。すなわち、内的な散動とは貪愛（＝貪欲）・沈（＝落ち
込み）・排（＝浮つき）という三つを特質とするものである。また、玄笑訳の「味著」は三味
を愛着するという意味である。さらに、真諦訳の「是静定・憂悔．掠起」は間違っている。
なぜならば、憂悔（＝後悔）が取れないからである。
(12) 以下のMVTの梵文は筆者の写本研究に基づくが、校訂については、この論文ではい
ちいち記さないことを断る。詳細は近H発表予定の博士論文を参照のこと。MVT 215,6-9 
ad MV V 12-13ab : yadi samahitas tam eva samadhiqi打$1J.adina klesenasvadayati, tatal). 
suddhakat samadher vik$epo bhavati kli$tasamadhipratyupasthanat. layauddhatyabhyaf!l
ca samathavipasyanasamavahin曲samadher vik$epo bhavati. [ =もし［三昧に］集中した
［人］は渇愛（＝打$1J.a)等の煩悩によってその三昧のみに耽溺するならば、染汚(=kli$ta)を
もつ三昧に近づくから、その場合［人］は清浄なる三昧からの散乱が生じる。また、落ち込
むこと・浮つくことの二つによって、［人には］止・観を並行的に実行する三昧からの散乱
が生じる。J
(13) 「中邊論云：「F地意未決未息、 是名柑散動。」解云：已得定者、雖已得定、而下地意未
能決絶、亦未能息。由矯示相、 退失定。為利養故、矯示其相。」とある（続蔵21,343c6-9)。
<14l MVT 214,17-23 ad MV V 12-13ab : yada hi samahitasya punal). paficanaqi
cak$uradivijfiananam anyatamad bhavati, tada samadhito vyutthito bhavati. ayaqi ca
『中辺分別論』第五章無上乗品に見られる六種の散乱 (31) 54 
prakrtivik$epal). bahirmukhapravrttatvat. paficanarµ vijfianakayanarµ vik$epatmakatvat 
paficabhir vijfianakayail). samadhito vyutthanarµprakrtivik�epa ity ucyate. 
(15) 『堆伽論』と『集論』によると、 三昧の所縁は行所縁・善巧所縁・浄惑所縁において説か
れる不浄・慈慇・縁性縁起・界差別・数息．蘊．界・処・縁起・処非処・真如• 四聖諦で
ある。『喩伽論』と『集論』において遍満所縁・浄行所縁・善巧所縁・浄惑所縁という四種の
所縁が説かれる。その中、遍満所縁とはその他の三つ、 つまり浄行所縁・善巧所縁・浄惑
所縁をまとめた法則である。すなわち、 実際的な修習法は浄行所縁・善巧所縁・浄惑所縁
である。（洪氏 [2003 : 372] 参照）また、 遍満所縁とは有分別影像所縁・無分別影像所縁・
事邊際所縁・所作成就所縁である。浄行所縁とは不浄・慈慇・縁性縁起・界差別・数息を
所縁とすることである。善巧所縁とは蘊．界・処・縁起・処非処を所縁とすることである。
浄惑所縁とは真如と四聖諦を所縁とすることである。『喩伽論』大正 30,427a22-24 ; 『集論』大
正31, 687a2-14。
ci5> MVT 214,24-215,4 ad MV V 12-13ab
・
: v1�aye v1saro bahirdhavik$epa iti. yada
samahitasya samadhyalambanad akamakasyalambanantare manovijfian叩pravartate,
tadalambanantarasarµcarad bahirdhavik�epa ity eke. samahitasya samadhyalamban抑
hitva manovijniinasya vif!ayiintarasa,rzciiro bahirdhavik�epa ity apare. 
011 MVT 215, 5-11 ad MV V 12-13ab : samadher asvadana l ayauddhatyaip. 
cadhyatmavik�epa iti. yadi samahitas tam eva samadhirµ tf$I.J.adina klesenasvadayati, 
tat油suddhakat samadher vik$epo bhavati kli$tasamadhipratyupasthiiniit. layauddhatyiibhyii,rz 
ca samathavipasyaniisamavahinal). samadher vik$epo bhavati. samadhes ca patitatvad 
asvadanalayauddhatyanam asvadanadayo'dhyatmavik�epa ity ucyante. 
osi MVT 215,12-18 ad MV V 12-13 b 
. . 
a : saip.bhavanabhisandhir mm1ttav1k�epa iti. 
dhyayy ayarµmahatmety ev抑sarµbhiivanii bhavaty iitmanfty anena nimittena samadhau 
prayuktasyasayavilayatval labdhad alabdhad va kusalapak$ad vik$epo nimittavik�epa 
ity ucyate. atraiva karaI.J,am aha - tan nimittaip. krtva prayogad iti. j韮tukamataya
呵S抑bhavanabhis皿曲加nimi血m屈veti s岬bhav寧bhavaty iitmanfti. samadhiprayuktatvad 
iti. 
09l MVT 215,19-216,1 ad MV V 12-13ab : sahaip.karamanaskarata dau�thulyavik�epa 
iti. asayena samadhiguI.J,arthino'pi sahaip.karamanaskaro'smimanasarµprayukto'ham 
asmi dhyayiti, tatas catmotkar$am anyatravaj証rµkarotiti. kasmad efja dauf!thulyamanaskiira 
zty ata aha- da喋hulyav函e面逗皿nanasamu曲⑪点d iti. etad uktam bhavati— da邁hulyaprab匝vito
vik$epo dau$thulyavik$epa iti. kirµpunar dau$thulyam. asmimanavasanaparipu$til.J., taya 
hy asmimanal). samudiicaratfti tadva§enasmimanasamudacarat. satkayadr$tir dau$thulyam 
ity anye. 
czoi MVT 216,2-11 ad MV V 12-13 b 
.
k
― 
a : hinac1ttatvaip. manas1 aravik�epa 1t1. 
aniyatasravakadigotrasya mahay函amanasik函aprayuktasya s皿殴irad曲肋abhirutaya sattvavi 
pratipannatayiikalyii,:zamitranif!eV叩atayii ca tac chravakapratyekabuddhacittam utpadyate. tac 
cittarµ hinarµ svarthamatraparayaI.J,atvat. tac chravakapratyekabuddhacittarµ 
mahayanamanasik釦avik$epakatv函 manasik虹avik�epa ity ucyate. atraiva kara,:zam aha -
hinayanamanasikarasamudacarad iti. hinayanarµsravakapratyekabuddhayanam atma 
parinirvaI.J,adhikarapravrttatvat. tanmanasikarasamudacaro mahayanamanasikarebhyo 
vik$ipatiti hinarµcittarµmanasikaravik�epa ity ucyate. 
cziJ TrBh 98,1-4 ad Tr 14a : vik$epo ragadve$amoharµ sikas cetaso visaral).. vividharµ
k$ipyate'nena cittam iti vik$ep曲yai ragadve$amohais cittarµsamadhyalambanad bahil). 
k$ipyate, te$U yathasarµbhavarµvik$ep曲prajfiapyate. e$a ca vairagyaparipanyikarmakal).. 
［＝［三昧にはいっていた心が］散乱することとは、［その］心が流散していくことであり、
欲望と憎悪と愚かさの一部にふくまれるものである。散乱することとは、それによって心
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がさまざまに乱れるということである。 およそ欲望と憎悪と愚かさがあることによって、
心が三昧の対象から外へと乱れていくのであるが、それら［の欲望と憎悪と愚かさ］に関し
て、［三昧にはいっていた心が］散乱することが、［かりそめに］設定されるのである。 ［た
だし、それらのうちのどれとどれがあるかは、］そのばあいそのばあいに応じてである。 そ
して、この［三昧にはいっていた心が散乱すること］は、欲望から離れることを妨害するこ
とを働きとする。］
(22) 『五蘊論』では、五つの欲望の対象である色形などに対する心の拡散が散乱であると説
かれている。 PS 13,1-2 : vik�epal;i kataml;i I paficasu kamaguI).e�u rathgadve�amohathsiko 
yascetaso visar曲I[=斉藤 [2014:167] 訳：気が散ることとは何か。 五つの欲望の対象［であ
る色形など］に対する心の拡散であり、貪りと怒りと愚かさの一部である。］
(23
) 末木氏によると、渇愛（打�I).a) と貪欲 (raga) との語義はほとんど同じである。 [1981: 
67] 参照。
(24) TrBh 82,12-15 ad Tr lld-12a : ukta ekadasa kusal油 tadanantaroddi�tas tu klesa ity 
atas tan abhikrtyaha. klesa ragapratighamii\fhyaJ.t II (k.lld) manadrgvicikitsas ca 
(k.12a) [ = [以上は］十一種の［倫理的に］善性なる［心理的諸存在］について論じたものであ
る。 他方、その［善性なる心理的諸存在の］直後に説かれるのは［倫理的に悪性なる根本］煩
悩［の心理的諸存在］である。 そこで、これらに関して［本論の詩頌において次のように］論
ずる。 ［すなわち、 根本］煩悩とは、 ①欲望（＝貪）、 ②憎悪（＝頗）、 ®無知蒙昧（＝痴）であ
り (k.lld) 、及び④高慢（＝慢）、 ⑤観念（＝見）、 ®疑惑（＝疑）である。 (k.12a) J 
(251 TrBh 96,1-8 ad Tr 13 : styanarp cittasyakarmaI).yata staimityam. stimitatya bhav油
staimitasya yadyogac cittarp jagibhavati stimitarp bhavati nalambanarp pratipatturp 
samutsahate. etac ca sarvaklesopaklesasahayyadanakarmakam. moharpse prajfiaptatvac 
ca moharpsikam eva na prthag vidyate. auddhatyarp cittasyavyupasamal;i. vyupasamo hi 
samath油， tadviruddho'vyupasam曲. sa punar e�a raganukalarp purvahasitarasitakrigita 
dyanusmaratas cetaso'vyupasamahetul;i samathaparipanthakarmakal;i. [ =落ち込みとは
心が活動に適さず、動かないことである。 動かないこととは 動かない状態である。 それ（＝
落ち込み）と一体になってはたらくことに基づいて、心は無感覚になり、 動かないことに
なって、対象を理解することができなくなるのである。 そして、この［落ち込み］はすべて
の煩悩と随煩悩を助けることを働きとする。 ［落ち込みとは］愚かさの一部についてかりそ
めに概念設定されているのであるから、愚かさの一 部にふくまれるにすぎないのであり、
別個に存在するわけではない。 浮つきとは心が静まらないことである。 すなわち、［心の］
静寂とは、［定にはいっていて心が］静止していることである。 心の静寂が乱れることとは、
それに矛盾対立するものである。 ところで、その［心が静まらないこと］は、この欲望がは
たらくことにつづいて、過去において笑ったり、愉快になったり、遊び戯れたりしたこと
などを想起して心の静寂が乱れることを原因とし、［定に入っていて心の］寂静を妨害する
ことを働きとする。］
(26l AS I 8A 17,23-24 : sathyarp ka[tamat]. labhasatkaradhyavasitasya ragamoharpsika 
bhutado�avimalana. samyagavavadalabhaparipanthakaram. [ =斉藤 [2014:124] 訳：不正直
とは富と厚遇に執着している者にある、現にある過失をごまかすことであり、貪りと愚か
さの一部である。 正しい助言を受け入れることを妨げることをはたらきとする。J
(27l AS I 8A 17,21-22 : maya katama. labhasatkaradhyavasitasya ragamoharpsika 
abhutaguI).asarpdarsana. mithyajivasannisrayadanakarmika. [ =斉藤 [2014:121] 訳：欺勝と
は富と厚遇に執着している者にある、あまりしない美徳を示すことであり、貪り、愚かさ
の一部である。 不正に生計を立てることの拠りどころとなるはたらきをなす。］
(
2
8) スティラマティは MVT の障品では自尊心を、身見によって心が自我を高ぶらせるこ
とと解釈している。 MVT 71,9-72,1 ad MV II 2d: lhag ma bdun po ni de kho na mthong 
ha la sgrib ces bya ba ni I ma nor bar mthong ba la sgrib po II ji lta zhe na zhes bya ba 
『中辺分別論』第五章無上乗品に見られる六種の散乱 (33) 52 
ni mi shes te dri ba'o II de'i phyir de dag ni go rims bzhin du I'jig tshogs lta dang de'i 
gzhi dang II (k.2d) zhes bya ba rgya cher gsungs so II nga rgyal gyi kun du sbyor ba 
ni 'jig tshogs la lta ba yongs su shes pa la bsgrib pa yin no II de la 'jig tshogs la lta ba 
la brten nas sems khengs pa ni nga rgyal te I tac ca navavidham, miiniitimanadi 
bhedena. atmatmiyagrahyagrahakatvavivekena balajanaparikalpitadharmasvabhavavive 
kena ca yat satkayadr�tidarsanaqi tat satkayadr�tiparijfianam. tasya manasaqiyojanaqi 
bhavaty avar碑arp. tad utpattivibandhat. kutra katham ityaha - abhisamyakale s証tarel}a
vyantarel}a casmimanasamudacaravasena tadaprahal}ad iti. satyabhisamayakale 
nirvedhabhagiyavasthayarn. tatra s函tar曲pratip咄:$a巧ravahitalJ., vyantar曲pratipak�avyavahitalJ.,
sa cadhimatre皿dau ca pratipak$e veditavyal:z. yiivad siintarefla vyantareva ciismimiinena 
samudiicarate na tiivad satkayadr�tel;i prahaI).am asti. satkayadr�tibalenaivasmimanapravrt 
tit曲［＝「それ以外の七つ［の結］は、「真実を見ること」に対する障害である」について、迷
乱なく見ることに対する障害である。「いかにしてかといえば」とは知らないから問う。 こ
れゆえに、それらは順次、［アサンガ師は］「身体において我を見る謬想（＝身見）に対して、
また、それのもととなる事物に対して…」(k.2d)と説明する。 実に自諄心（＝慢心）という
結（＝慢結）は、「身体において我を見る謬想」をあまねく知［り断ず］ることに対して障害と
なる。 その中に、身体において我を見る謬想に依って心が高ぶるのは慢心である。 そして、
それば慢心、過慢等の差別によって七種である。 およそ我・我所と所取・能取から離れて、
また愚か者によって構想された事物の自性から離れることによって身見を見るのは、身見
をあまねく知り断ずることである。 その［身見をあまねく知り断ずること］の障害ば慢心と
いう結である。 なぜならば、この［あまねく知り断ずること］が生じることを障害するから
である。 どこに何が［障害］となるか。 これゆえに、［ヴァスバンドゥは］「［修行において
真理を］考察証悟する（＝現観）とき、われありとの慢心が断続的に、また永続的に起こる
ならば、それによって、それ（＝身体において我を見る謬想）が断ぜられないからである」
と述べる。 ［修行において］真理を考察証悟する（＝現観）時においてとは、順決択分時にお
いてである。 その中に、断続的に起こるのは対治によって遮られることである。 永続的に
起こるのは対治によって遮られないことである。 そして、以上は対治の大なるときと、小
なるときとにおけるものであると知られるべきである。 およそ自尊心が断続的に、また永
続的に起こる限り、身見が断じられることはない。 身見の力によってこそ自尊心が起こる
からである。］
(29) 
「仏教語辞典』 p.771 参照。
51 (34) 
（とう• いくん玄契大学講師）
